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第 32回オリンピック東京大会が開会されました。これまでのオリンピック大会とは著しく異なる状況の
もとですが，選手には気持ちよく，競技してほしいと願うばかりです。
でも，本学関係者の多くは体育スポーツの専門家あるいはその卵ですから，ワクワクしながらも，少し冷
静に，やや斜めからこの国際的な最大のスポーツイベントを観ることも必要なことであると思います。小生
の不勉強によるかもしれませんが，オリンピック大会に関する書物を読み比べてみると（ほんの数冊です
が），我が国で著されたものはオリンピックの positiveな表の側面のみを述べているように感じますが，欧
米のものは negativeな側面についても遠慮なく（？）述べているように感じますが，いかがでしょうか。
さて，この日本体育大学紀要第 50巻記念号には，原著論文 12編から 9編の研究紹介（新設）まで 30編
の論文が掲載されています。このうち，特別寄稿の「『日本体育大学紀要』掲載論文の動向（1巻 1号～ 49
巻）:創刊 50周年企画」には，宮原氏をはじめとする本学図書館スタッフによって本誌の 50年の歩みが適
切に，わかりやすくまとめられています。今後の本誌，さらに日本体育大学の研究活動とその公表方法を考
える上で示唆に富むもので，一読をお勧めします。
また 50巻の新しい試みとして，「研究紹介」も加わりました。本学から多くの優れた研究成果が国内だけ
でなく，国外にも発信されるようになってきましたが，これらは主に英文の専門学術誌に掲載されているこ
ともあって，学内を含めて国内の体育スポーツ関係者にはあまり知られていないようです。この「研究紹介」
を読んで興味を持っていただき，原論文に当たってみようと思っていただければ，「研究紹介」のねらいが
満たされたことになります。そして，本学の研究面での実力の一端を知っていただければ幸いです。
とはいえ，将来を考えると，本学は研究活動とその公表をもっともっと推進しなければなりません。国内
外の学会発表，学術誌への投稿とともに，紀要の特性を生かして，研究活動の成果をもっと多くお寄せいた
だくように強くお願いします。研究も，競技やトレーニングと同じで，「まずはある程度の量をこなし，そ
の後，地道に続けることにより質が高まる」のですから。
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